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5 8なは市民協働大学だより
なは市民協働大学の“なう（今）”をお届けします！

～ワークショップ～
こどもと地域づくりの「はじめの一歩」を考える

なは市民協働大学の令和７年度年度のテーマは、『話す！つながる！動き出す！こども・若者、みんなで、みん

なのまちをつくろうーあなたの個性でまちを彩る』です。今回は、第３回目講座のなは市民協働大学の様子をお

届けします！

第3回講座　国場児童館の取り組みについて

相手の思いに丁寧に耳を傾けている参加者

の姿が印象的で、貴重な市民が集まってい

ると感じました。

 自分の企画に、他の皆さんの意見をもらう

のはどうでしたか？途中段階で見せ合うこ

とで、内容も面白くなり、それ自体が参画

の機会になるんです。

 まちづくりは一人ではできないので、誰か

と一緒にチャレンジして経験を共有してい

くことが大切なんだと思います。

 そして地域をより良くするために楽しんで

何かをしている大人の姿は、地域で育つ子

どものふるさとの風景の中に残り、社会と

関わる意識を育てるはずです。

 ぜひ、同期の皆さんで楽しんで学び、協働

大学修了後は、思いを実現してみてくださ

いね！

8/28(木)、なは市民活動支援センターにて第３回講座を開

催しました。前半では、沖縄県における戦後の児童館の歴

史や役割について講師の国場児童館の山崎館長から説明が

ありました。児童館は、児童福祉法に基づく児童厚生施設

ですべてのこどもが無料で利用でき、遊びや体験を通して

社会性や心を育む場であることを学びました。

こどもが「見守られている」と実感できる関わり方、さら

に地域全体でこどもの健全育成を支える姿勢について理解

を深める機会となりました。

後半は、『こどもと地域づくりの「はじめのいっ

ぽ」』をテーマに、グループワークを行いました。

「やりたいこと、できそうなこと」「目的や理由、

実施して味わいたい気持ち」「誰に参加してほし

い？」「誰の助けがあればできそう？」の４つの観

点から、一人ひとりがアイディアを紙に書き出し共

有しました。ワークショップは一見「話さないとい

けない」「意見を言い合わないといけない」という

印象がありますが、まずは自分のアイディアを思い

浮かぶだけ書き出す方法を取り入れたことで、話す

以外の新たなコミュニケーションの形を見出すこと

ができました。終盤には年代や性別、職種を超えた

意見交換が行われ、たくさんのワクワクするアイデ

ィアが生まれました！



次回講座
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問合せ先 那覇市まちづくり協働推進課　担当　竹尾、崎山、髙橋 TEL　098-861-5024

●　大変満足（72.4％）
●　満足（27.6％）

最高でした！ 新さんの取り組み

を聞いていて感動でちょいちょ

い泣いてしまいました。『こど

もまんなか』ってこういうこと

を言うんだなぁと思いました。

ありがとうございました！

山崎さんのパワフルな説明

に強く心を動かされまし

た。子どもたちや地域の

人々を巻き込んで希薄化す

る地域のつながりを強くし

なければと感じました。

 世代間の違いがわかった！ 10代

の方は考えがまとまっていた。自

分の意見を持っていた。

このアイディアに乗っかってみ

たいなと思えることがたくさん

あった。

グループワークでは今回具

体的なアイデアを出し、ま

わりとプラスの渦を作って

いける事がまさに体感でき

ました。

 講話では、子どもの目線に立つ

こと、干渉しすぎず見守るこ

と、大人というだけで権威な

ど、普段からコミュニケーショ

ンで意識したいと思う学びが多

かった。

お疲れ様でした！心に響きまくるお話しがたくさんあった第3回講座だったかと思います。

今回の講座をきっかけに山崎さんのファンになられた方も中にはいらっしゃるのではないで

しょうか？

さて、今回で皆さんの「やりたい！」が開花した回にもなったかと思います。それぞれの個

性あふれるアイディアに他の人からの色も塗り重ねられている光景が印象的で、この後も続

く講座の中でどのようにさらに彩られていくか楽しみです！次回もよろしくお願いします！

受講生の声（感想一部抜粋）
受講生の皆さんにご回答いただきました感想を一部抜粋して掲載させていただいております
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著　者

出版社

9月25日（木）18：30～20：30

講師：たのしむぞ～０６

内容：小禄地域の取り組み

場所：なは市民活動支援センター
　　　会議室１

体験格差 日本初の全国調査が明かす
「体験ゼロ」の衝撃！！

今井　悠介

講談社現代新書

本書では、全国2,000人以上の

小学生の子どもを持つ保護者

を対象に実施した「体験」に

関する調査結果と様々な家庭

環境にある子どもたちのケー

ス を 交 え な が ら 、 こ ど も の

『体験格差』を貧困の要素の

ひとつとして触れています。

また、不可抗力により社会か

ら引き離された子どもたちが

体験を通じて、再び社会と繋

がる「体験の可能性」につい

ても着目し、体験がもたらす

こども・若者への影響を新た

な視点で考えるきっかけとな

る一冊です。


